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NY マーケットレポート（2016 年 12 月 13 日） 

 

NY 市場では、米 FOMC の結果発表を控えたポジション調整や、序盤に発表された米輸入物価指数が 3 ヵ月ぶりのマイナスとなったこと

も影響し、序盤のドルは軟調な動きとなった。ただ、FOMC の結果発表やイエレン FRB 議長の発言内容、また当局者の金利予測を示すド

ットチャートを見極めたいとの思惑もあり、限定的な動きとなった。その中で、米債券利回りの上昇や、堅調な株価動向などもあり、

ドル円・クロス円は底固い動きが続いた。そして、トルコ中銀が必要に応じて外為市場で直接介入する可能性があるとの声明を出した

ことを受けて、トルコリラがドルや円に対して一時上昇する動きとなり、ユーロなども堅調な動きとなる場面もあった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
20：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

11 月米 NFIB 中小企業楽観指数 98.4（予想 96.7・前回 94.9） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪NFIB 中小企業楽観指数≫ 

          11 月・・10 月・・9月・・8月・・7月・・6月 

中小企業楽観指数・・98.4・・94.9・・94.1・・94.4・・94.6・・94.5 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

11 月米輸入物価指数（前月比） -0.3％（予想 -0.4%・前回 0.4%） 

前回発表の 0.5％から 0.4％に修正 

 

11 月米輸入物価指数（前年比） -0.1％（予想 0.0%・前回 -0.3%） 

前回発表の-0.2％から-0.3％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪米輸出入物価≫ 

          11 月・・10 月・・9月・・8月・・7月・・6月 

全輸入・・・・・・・-0.3・・ 0.4・・ 0.1・・-0.2・・ 0.1・・ 0.7 

石油・・・・・・・・-4.7・・ 7.3・・ 0.6・・-4.1・・-3.1・・11.4 

除く石油・・・・・・ 0.0・・-0.1・・ 0.0・・ 0.1・・ 0.5・・-0.3 

食品・飲料等・・・・ 1.5・・-0.7・・ 0.4・・ 1.4・・ 3.1・・-0.6 

資本財・・・・・・・-0.2・・-0.2・・ 0.1・・ 0.0・・-0.1・・-0.2 

自動車・部品・・・・-0.1・・ 0.3・・ 0.1・・-0.1・・-0.2・・ 0.0 

消費財・・・・・・・-0.1・ ・0.1・・ 0.0・・-0.2・・-0.1・・-0.2 

 

          11 月・・10 月・・9月・・8月・・7月・・6月 

全輸出・・・・・・・-0.1・・ 0.2・・ 0.3・・-0.8・・ 0.2・・ 0.8 

農業・・・・・・・・ 0.6・・ 0.5・・-1.1・・-3.5・・-0.3・・ 2.5 

非農業・・・・・・・-0.1・・ 0.2・・ 0.5・・ 0.6・・ 0.3・・ 0.5 

食品・飲料等・・・・ 0.7・・ 0.4・・-0.8・・-3.7・・-0.5・・ 2.6 

資本財・・・・・・・ 0.0・・ 0.0・・ 0.0・・-0.1・・-0.2・・ 0.0 

自動車・部品・・・・ 0.0・・ 0.2・・ 0.1・・-0.5・・ 0.0・・ 0.1 

消費財・・・・・・・-0.2・・-0.5・・ 0.2・・-0.2・・ 0.5・・-0.4 

 

 

11 月の米輸入物価指数は、前月比-0.3％となり、3ヵ月ぶりのマイナスとなった。前年同月比では -0.1％。原油や石油製品が前月に大

幅上昇した反動で下落となり、輸入物価全体を押し下げる結果となった。 

 

①石油・石油製品は、前月比-4.7％、前年同月比では 2.4％。石油以外では、前月比で横ばい、前年同月比では-0.2％となった。品目

別では、原油が-6.8％、食品は+1.5％、自動車・同部品が-0.4。 

 

②輸入元別では、中南米からの輸入価格は-0.1％、カナダが-0.8％、EU が-0.1％、中国は-0.2％、日本は+0.2％となった。特に、日本

からの輸入価格は、前年同月比で+1.3％と、2012 年 3 月以来の上昇幅となった。 

 

③輸出物価は、前月比-0.1％、前年同月比は-0.3％となった。農産物が+0.6％、前年同月比では-1.2％。農産物以外の品目は、前月比

-0.1％、前年同月比では-0.3％。自動車・同部品は前月比では横ばいで、前年同月比では 0.6％の下落だった。 
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23：45 

トルコ中銀～必要に応じて外為市場で直接介入する可能性がある。 

 

 

出所：Net Dania 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

イタリアのジェンティローニ新首相は、議会での初演説で「銀行の安定と市民の預金を保証するために政府は介入する用意があること

を明確にしたい」と述べ、問題を抱えた国内の銀行セクターに政府が措置を講じる用意があると表明した。 
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出所：Bloomberg 

 

3：00 

≪米財務省 30 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・3.152％（前回 2.902％） 

最低落札利回り・・・・2.888％（前回 2.688％） 

最高利回り落札比率・・72.53％（前回 35.56％） 

応札倍率・・・・・・・2.39 倍（前回 2.11 倍） 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 6.80 ドル安の 1オンス＝1159.00 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、FOMC で追加利上げが決まるとの見方から、金売りが優勢となった。ただ、FOMC 後に発表される声明や政策金利見通しの内容

を見極めたいとの様子見ムードもあり、下げ幅は限定的となった。 

 

 

出所：Bloomberg 



 
                                           

6 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.15 ドル高の 1バレル＝52.98 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、IEA が月報で今年の世界の石油需要予測を引き上げ、OPEC や OPEC 非加盟国が減産合意を順守すれば来年上半期に供給過剰

が解消する可能性があるとの見通しを示したことが材料視され堅調な動きとなった。ただ、前日までの大幅上昇の反動で利益確定売り

が優勢となり、一時マイナス圏まで下落する場面もあった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、トランプ次期米大統領が掲げる大規模減税や規制緩和などの経済政策に対する期待感から、主要株価は堅調な動きとな

った。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 157 ドル高まで上昇。取引時間中の最高値を更新し、終値ベースで

も連日最高値を更新する動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、FOMC を控えて様子見ムードも強まっており、限定的な動きとなった。ただ、ユーロ圏通貨は、トルコ中銀が為替介入

の可能性を示唆したことから、円やドルに対して堅調な動きとなる場面もあった。ただ、終盤にかけては、全般的に限定的な動きが続

いた。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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